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耀

関
堀
町
の
関
沢
地
区
に
伝
わ
る
こ
の

獅
子
舞
は
、
古
来
か
ら
関
沢
観
音
堂
に

奉
納
さ
れ
て
い
る
素
朴
な
民
俗
芸
能
。

三
匹
の
獅
子
を
は
じ
め
、
笛
、
花
飾
り
、

棒
使
い
な
ど
の
役
が
あ
り
、
総
勢
十
五

人
で
披
露
さ
れ
ま
す
。

現
在
、
獅
子
舞
に
参
加
し
て
い
る
の

は
、
三
十
〜
八
十
歳
代
の
三
十
人
。
戦

前
は
、
必
ず
十
五
歳
か
ら
参
加
し
、
七

種
類
の
舞
や
笛
を
覚
え
、
二
十
五
歳
に

な
る
と
引
退
し
て
い
ま
し
た
が
、
現
在

で
は
、
後
継
者
も
少
な
く
な
り
、
ベ
テ

ラ
ン
の
出
番
も
数
多
く
あ
り
ま
す
。

二
年
に
一
度
参
加
す
る
「
ふ
る
さ
と

宮
ま
つ
り
」
も
終
わ
り
、
今
月
1
4
日
〜

16

日
の
奉
納
に
向
け
て
練
習
に
熱
が
入

っ
て
い
ま
す
（
昭
和
4
5
年
1
月
1
9
日
、

市
の
無
形
文
化
財
に
指
定
）
。

舞
ん

獅
旺

関
関

麸撒≦

弧、

ー
昏
、

唆

隷鑛


